
特集
ふるさとの「食」を味わう ～ 食育・地産地消 ～

木のぬくもりと陽だまりの中で
　10月31日と11月１日の2日間、「大江町の博覧会　S

シェイク

HAKE L
ラ ボ

AB 2015」

が開催され、町内の３つの会場で町に関するあらゆるものが集まりま

した。その中のひとつ、山里交流館「やまさぁーべ」内の「So-tennen」

のブースは、木のはがき作りなどを体験できるほか、木の醸し出す柔

らかな雰囲気の中で、ブナの実とハーブティーで安らぎのひとときを

過ごせる空間となっていました。
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安全・安心「ラ・フランス」現地交流会

ラ・フランスを試食する大江幼稚園の園児たち ふ
る
さ
と
の「 

　 

」
を
味
わ
う

　「食」は、健やかで豊かな生活を送るうえで欠かせない、生きるための根幹となるものです。

「食」への理解を深め、健康な心身を育む「食育」を進める取り組みも、全国でさかんにおこ

なわれています。そして毎日の食生活を支えているのは、新鮮でおいしい食材を生み出す農業。

　ふるさとの「食」を楽しみ町を盛り上げていく、食育と地産地消のための取り組みを、「大

江町食育・地産地消推進計画」の概要とともにご紹介します。

食
食
育
・
地
産
地
消
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■ 特集　ふるさとの「食」を味わう　～ 食育・地産地消 ～

町の食生活改善推進員を養成する講習会。10月16日におこ
なわれた第６回講習会では、山形グランドホテル総料理
長・林浩生先生の指導により、フレンチに挑戦しました。

「
食
」が
心
と
体
を「

育
」て
る

　

日
本
人
の
生
活
ス
タ
イ
ル
は
、
時
代
と

と
も
に
あ
ら
ゆ
る
面
で
様
変
わ
り
し
て
き

て
い
ま
す
。
な
か
で
も
健
康
な
体
づ
く
り

の
基
本
で
あ
る
食
生
活
の
変
化
が
も
た
ら

す
影
響
は
大
き
く
、
食
品
の
大
量
供
給
と

大
量
消
費
、
欧
米
型
の
メ
ニ
ュ
ー
や
外
食

の
定
着
、
生
活
リ
ズ
ム
の
不
規
則
化
と

い
っ
た
現
代
の
暮
ら
し
の
特
徴
が
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
乱
れ
や
運
動
不
足
な
ど
の
健

康
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
一
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

一
方
で
、
近
年
で
は
食
品
の
安
全
・
安

心
へ
の
要
望
や
、
全
国
各
地
の
ご
当
地
グ

ル
メ
へ
の
関
心
な
ど
か
ら
、人
々
の
「
食
」

に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
傾
向
も

あ
り
ま
す
。「
食
」
に
つ
い
て
の
学
習
を

教
育
に
取
り
入
れ
る
「
食
育
」
と
い
う
言

葉
も
、
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

平
成
17
年
に
制
定
さ
れ
た
食
育
基
本
法

の
前
文
に
お
い
て
、
食
育
と
は
さ
ま
ざ
ま

な
経
験
を
通
じ
て
「
食
」
に
関
す
る
知
識

と
「
食
」
を
選
択
す
る
力
を
身
に
つ
け
、

健
全
な
食
生
活
を
実
践
で
き
る
人
間
を
育

て
る
こ
と
で
あ
る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
食
育
の
目
的
は
、
国
民
が
生
涯
に

わ
た
っ
て
健
全
な
心
身
を
培
い
、
豊
か
な

お
お
え
ま
ち
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

「
食
」
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
協
働

し
、
心
身
の
健
康
増
進
と
地
域
経
済
活
性

化
を
目
指
す
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

よ
り
良
い「
食
」の
姿
を

目
指
し
て

　

「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
本
町
で
食
を
と
お
し

た
生
涯
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
活
動
を
推

進
し
て
い
る
の
が
、
大
江
町
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
（
伊
藤
昌
子
会
長
）
で
す
。

家
庭
訪
問
で
の
み
そ
汁
の
塩
分
チ
ェ
ッ
ク

や
ロ
コ
モ
予
防
の
た
め
の
健
康
教
室
な
ど
、

人
間
性
を
育
む
こ
と
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

食
事
の
時
間
は
、
一
日
の
中
で
も
心
安

ら
ぐ
憩
い
の
ひ
と
と
き
で
す
。
お
い
し
く

て
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
楽
し

く
味
わ
っ
て
食
べ
る
こ
と
は
、
充
実
し
た

毎
日
を
送
る
た
め
の
心
と
体
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
食
生
活
に
は
地
域
の
特
性
や
伝

統
が
色
濃
く
表
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
固

有
の
食
文
化
を
子
ど
も
た
ち
に
、
そ
し
て

後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
も
、
現
代
に
生

き
る
私
た
ち
が
担
う
べ
き
重
要
な
役
割
だ

と
い
え
ま
す
。

「
食
」の
将
来
を
支
え
る

協
働
体
制

　

国
民
運
動
と
し
て
食
育
を
推
進
し
て
い

こ
う
と
い
う
国
の
動
き
を
受
け
て
、
本
町

で
も
平
成
22
年
３
月
に
「
大
江
町
食
育
推

進
計
画
」
を
策
定
し
、
こ
れ
ま
で
各
種
食

育
活
動
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

計
画
期
間
で
あ
る
５
年
の
間
に
も
生
活
様

式
の
さ
ら
な
る
多
様
化
が
進
ん
で
お
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

食
生
活
の
充
実
を
支
え
て
い
る
農
業
も
、

農
家
人
口
の
減
少
や
後
継
者
不
足
と
い
っ

た
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の

打
開
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
地
域
で
と
れ

た
農
産
物
を
そ
の
地
域
で
消
費
す
る
「
地

産
地
消
」
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
地
産
地
消
の
推
進
に
よ
る
地
元
農
産

物
の
利
用
拡
大
は
、
生
産
者
自
ら
が
加
工

と
販
売
を
お
こ
な
う
６
次
産
業
化
な
ど
の

新
た
な
可
能
性
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
て
、
今
後
町

が
お
こ
な
う
べ
き
食
育
と
地
産
地
消
の
推

進
の
方
向
性
を
示
す
新
た
な
計
画
の
検
討

作
業
が
進
め
ら
れ
、
今
年
３
月
に
「
大
江

町
食
育
・
地
産
地
消
推
進
計
画
」
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
（
策
定
委
員
会
委
員
長
・
奥

山
由
美
子
本
郷
東
小
学
校
長
）。「
お
米
も

野
菜
も
果
物
も　

お
い
し
い　

え
が
お
の

「やまがた地鶏胸肉のオレンジソース煮」のできあがり。
地元の食材が、本格フレンチに大変身！

3・広報おおえ



さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
実
践
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
は
食
育
・
地
産
地
消
推
進
計
画
に
盛

り
込
ま
れ
た
地
域
に
密
着
し
た
取
り
組
み

と
し
て
の
側
面
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
で
あ
る
食
生
活
改
善
推
進

員
は
、
地
域
の
食
育
推
進
を
担
う
「
食
育

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
し
て
の
役
割
も
あ
わ

せ
持
っ
て
お
り
、
地
産
地
消
の
推
進
、
郷

土
料
理
や
食
文
化
の
継
承
と
い
う
観
点
か

ら
も
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に

「
食
」を
伝
え
る

　

「
大
江
町
食
育
・
地
産
地
消
推
進
計

画
」
の
中
で
は
、
家
庭
、
保
育
園
・
幼
稚

園
、
学
校
、
生
産
者
、
商
工
業
者
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
ご
と
の
役
割
と
、
そ
れ

に
基
づ
く
取
り
組
み
の
内
容
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
町
の
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
を
預
か
る
保
育
園
・
幼
稚
園

と
学
校
の
役
割
は
と
り
わ
け
重
要
な
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
に
改
正
さ
れ
た
学
校
給
食
法

で
は
「
学
校
に
お
け
る
食
育
の
推
進
」
が

目
的
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
小
中
学
校

を
中
心
に
食
育
の
い
っ
そ
う
の
推
進
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
幼
稚
園
教
育
要

領
、
保
育
所
保
育
指
針
に
お
い
て
も
、
食

育
の
意
義
は
明
確
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

本
町
で
も
、
小
学
校
へ
の
栄
養
教
諭
の

配
置
、
食
育
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
創
出
な
ど
の

各
種
食
育
の
実
践
を
お
こ
な
い
、
給
食
の

献
立
に
地
元
で
と
れ
た
農
産
物
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
る
な
ど
、
学
校
に
お
け
る
食

育
の
実
施
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
自
然

の
恵
み
や
食
に
関
わ
る
人
々
へ
の
関
心
と

理
解
を
深
め
、
自
然
や
人
に
感
謝
す
る
心

を
育
て
る
こ
と
、
郷
土
料
理
や
地
元
産
の

食
材
を
用
い
た
料
理
に
触
れ
て
地
域
の
食

文
化
を
学
ぶ
こ
と
も
、
こ
れ
か
ら
の
取
り

組
み
の
中
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま

す
。

　

そ
し
て
保
育
園
や
幼
稚
園
に
通
う
子
ど

も
た
ち
は
、
成
長
が
著
し
く
人
間
性
の
形

成
に
重
要
な
乳
幼
児
期
に
あ
り
、
生
活
リ

ズ
ム
や
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
る

う
え
で
大
切
な
時
期
を
過
ご
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
家
庭
と
の
連
携
の
も

と
で
、
適
切
な
食
事
の
と
り
方
が
で
き
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
を
示
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
の
農
家
な
ど
の
生
産
者
も
、

小
学
校
の
児
童
や
保
育
園
・
幼
稚
園
の
園

児
た
ち
を
対
象
に
し
た
食
育
の
た
め
の
活

動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
流

れ
を
継
続
す
る
た
め
に
も
、
各
分
野
の
連

携
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　農協青年部大江支部では食育推進のための取り組みとして、今年さくら保育園の園児を対象に「つ
るり里芋」の定植と収穫を体験する企画を実施しました。大きく育った里芋を収穫したあとは、その
里芋を使った芋煮会を開催。園児たちは自分が植えた里芋をおいしそうにほおばっていました。

▲�口の中に広がる甘みと、柔らかい食感が特徴の「つる
り里芋」。「ふわふわでおいしい！」と、園児たちも大
満足でした。やっぱり、自分で植えて収穫した里芋は
一味違う？

園児たちの「つるり里芋」体験！

10月８日：芋煮会

10月１日：収穫

５月13日：定植

あま～い♥
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わ
が
町
の「
食
」を盛り

上
げ
る

　

昨
今
の
「
食
」
へ
の
意
識
の
高
ま
り
か

ら
、
食
品
の
安
全
性
が
強
く
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
地
産
地
消
」
の

メ
リ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
は
、
地
域
の
生
産
者

が
つ
く
る
新
鮮
な
食
材
を
、
消
費
者
が
安

心
し
て
購
入
で
き
る
と
い
う
点
に
あ
り
ま

す
。
消
費
者
は
地
元
産
の
農
産
物
な
ど
を

多
く
消
費
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
産
者
を

支
え
、
地
域
経
済
の
好
循
環
が
生
ま
れ
る

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
生
産
者
と
消
費
者

の
「
顔
の
見
え
る
」
交
流
、
そ
し
て
現
在

も
実
施
さ
れ
て
い
る
保
育
園
・
幼
稚
園
・

学
校
な
ど
と
連
携
し
た
農
業
体
験
な
ど
の

機
会
を
今
後
さ
ら
に
拡
充
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
は
米
や
野
菜
や
果
物
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
育
っ
た

や
ま
が
た
地
鶏
、
月
布
川
と
最
上
川
で
獲

れ
る
鮎
、
山
菜
や
き
の
こ
と
い
っ
た
山
の

幸
な
ど
、
魅
力
的
な
「
食
」
の
素
材
が
豊

富
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
旬
を
と
ら
え
て
町
内
各
地

で
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

地
域
の
大
き
な
魅
力
の
ひ
と
つ
と
し
て
の

四
季
折
々
の
旬
の
味
覚
を
楽
し
み
、「
食
」

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　みんなで一緒に楽しく食べることが食育推進の基本であることから、家族団らんなど
みんなで食卓を囲むことを心がけ、食を楽しむ多くの場面をつくっていきましょう。

みんなで食を楽しもう！①“食を楽しむ”

食事のあいさつを心がけよう！
　食べるまでには豊かな自然による恩恵のほかにも、生産者や加工・販売に携わる方など多くの人々の苦労や努力が
あります。「いただきます」「ごちそうさま」のあいさつを常に心がけ、感謝の気持ちを忘れずに、食事を大事にいた
だきましょう。

②“食を感謝”

食生活のリズムを整えよう！
　食は生命の源であり、心身の健康と豊かな人間形成に欠かすことの出来ない柱でもあります。健全な食生活に必要
な知識と判断力を養い、早寝・早起きと日に３度の食事をとる生活リズムを身につけ、食生活から健康づくりを進め
ましょう。

③“食を改善”

食による健康づくりに取り組もう！
　乳幼児期から高齢期までの食による健康づくりに関心を持ち、健康に配慮したバランスのとれた正しい食事と日ご
ろからの運動習慣を心がけるなど、食と健康の密接な関係を正しく理解し、実践しましょう。

④“食を気づかう”

食文化を知り、守り、伝えていこう！
　本町には米や野菜、果物などのおいしい作物がたくさんあり、長年地域に受け継がれてきた郷土料理や伝統料理が
あります。家庭や地域、さまざまな催しなどでの経験をとおして地元の食材や郷土料理に触れる機会を増やすととも
に、郷土を愛する心を養いましょう。

⑤“食を知る”

町の農を知り、地産地消に取り組もう！
　食の安全・安心が求められている今、生産者と消費者のより深い信頼関係が求められています。「食」と「農」に
携わる者同士の交流などを通して、農業への理解を深めていくことも重要です。地元農産物の活用による地産地消の
取り組みを一層拡大し、地域活性化と産業振興を進めていきましょう。

⑥“食を味わう”

お米も野菜も果物も　おいしい
えがおの　おおえまち

食育・地産地消推進の重点目標
（『大江町食育・地産地消推進計画』より）

■ 特集　ふるさとの「食」を味わう　～ 食育・地産地消 ～

スローガン

大江町食育推進
マスコットキャラクター
「大江らあな」ちゃん

5・広報おおえ



いよいよ誕生！
藤田地区住宅団地

　若い世代をターゲットにした移住促進と、人口流出の抑制を図るための取り組みとして計画を進め

てきた藤田地区住宅団地が、まもなく完成します。

　11月１日には購入希望者に向けた現地見学会がおこなわれ、分譲申し込みの受付についても同日よ

り開始しています。現地見学会には多くの家族連れが訪れ、住環境を確認し、宅地の大きさなどを熱

心に見学していました。

▲11月１日におこなわれた現地見学会の様子

藤田地区住宅団地の概要
◆分譲区画／20区画

◆坪単価／53,300～58,200円（3.3㎡／坪）

◆分譲面積／約72～100坪

◆公共下水道汚水桝設置 

◆団地内道路／幅員６ｍまたは7.5ｍ 

◆交通アクセス／ 山交バス藤田停留所から徒歩１分、

左沢駅から徒歩12分、道の駅から

徒歩12分 

◆学区／左沢小学校（約1.2km）

　　　　大江中学校 （約2.2km）

義務教育就学前の子どもを持つ子育て世代が分譲地
を購入し、住宅を建築、入居（住民票を異動）した
場合、子どもの人数にあわせて土地購入価格の５～
20％に相当する額（500円未満切り捨て）の町商
品券を交付します。

子だくさん交付金　
最高100万円

早得交付金　
50万円 

分譲契約締結日から２年以
内に住宅を建築し、入居
（住民票を異動）した場合、
50万円を交付します。

※いずれの特典も、平成33年３月31日までに住宅を新築し、入居した世帯が対象となります。
※特典の内容などが変更となる場合もあります。

特典１ 特典２

大江町型住宅建築奨励補助金
100万円

大江町型住宅で住宅１棟を新築し、入居（住民票を
異動）した場合、100万円を補助します。

特典３

温泉入浴パスポート
（３年間無料入浴）

購入世帯の家族全員に３年間無料でテルメ柏陵
健康温泉館、柳川温泉で入浴できるパスポート
をプレゼントします。

特典４

購入者にうれしい４つの特典

平成２７年11月号・6
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▲炊き出し訓練

▲ 今年度藤田区に設置

されたカーブミラー

善意いただきました

　防災意識の高揚と災害時の適切な応急対策のための

総合防災訓練が、10月４日に本郷東小学校で実施され

ました。今回の訓練は消防団第３分団管轄の本郷地区

を対象とし、地区民や消防関係者など約320人が参加。

山形県内陸部を震源とする震度６強の地震が発生した

との想定で、各種訓練がおこなわれました。

　訓練の内容は、水と粉末の２種類の消火器を使用し

た初期消火や、煙が充満した建物からの避難、アルファ

米を調理する炊き出しなどで、昨年、一昨年に起きた

豪雨災害の記憶が生々しく残る中、参加した皆さんは

真剣な表情で訓練に臨んでいました。

■突然の災害に備えて
　～平成27年度　大江町総合防災訓練～

　大江町就農研修生受入協議会（ＯＳＩＮの会）は、町内で

の就農を希望する方のための現地見学会を10月17日～18日に

おこないました。この日参加したのは神奈川県や茨城県から

の希望者６名で、昨年独立就農した橋本光弘さん（伏熊）や

会長の渡辺誠一さん（塩野平）、受け入れ農家の阿部藤一郎

さん（堂屋敷）の果樹畑を見学しました。

　参加者は、農産物の生育状況や町の気候など、農家の方か

らさまざまなお話を伺い、就農への意欲を高めていました。

■新たな「農」の担い手に
　～新規就農希望者現地見学会～

▲濃煙内避難訓練 ▲応急手当訓練

▲初期消火訓練

　さがえ西村山農業協同組合お

よび全国共済農業協同組合連合

会山形県本部より、10月29日に

町へ４基のカーブミラーを寄贈

していただきました。

　カーブミラーは各地区からの

要望を踏まえて町内各所に設置

し、安全性の向上のために活用

させていただきます。

7・広報おおえ

町政 町の取り組みをお伝えしますTopics



３歳児
10 月２日に３歳
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た

※お問い合わせは、健康福祉課☎（62）211４まで
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マイナンバー通知カードについて
　マイナンバー制度の開始にともなって、皆さんの個
人番号をお知らせする「通知カード」が、10月下旬か
ら順次郵送されています。平成28年１月から、各種手
続で個人番号の記載・確認が必要になりますので、お
手元に届いた通知カードは大切に管理してください。
　また、窓口での本人確認や税の電子申告などがおこ
なえる「個人番号カード」の交付を受けることもでき
ます。希望される方は、通知カードに同封されている
申請書に顔写真を添えて郵送で申請してください。
※�通知カードについてのお問い合わせは、マイナン
バー総合フリーダイヤル☎0120(95)0178、また
は税務町民課戸籍年金係☎(62)2113まで

個人番号カードの交付を受けるには

本人確認書類・通知カードを役場窓口へ持参し、
個人番号カードを直接交付

　マイナンバー制度に便乗した不正な勧誘や、個人情報を取得しよう
とする電話などに関する相談が、全国で寄せられています。
　国の関係機関や町の職員などが、口座番号や暗証番号、所得や資産、
年金などの情報を聞いたりすることは一切ありません。
　マイナンバーに関する不審な電話を受けた時は、まず役場や消費者
ホットライン「１８８」番に気兼ねなくご相談ください。消費者ホッ
トラインは、消費生活に関する身近な相談窓口を案内する全国共通の
電話番号です。マイナンバー以外の消費生活問題も受け付けています。
※�お問い合わせは、総務課危機管理係☎ (62)2187まで

マイナンバー制度に便乗した犯罪にご注意ください！

⇒こんなときは
　「１８８」番へ！

役場より交付準備ができた旨の通知
ハガキを送付

平成28年
１月～

個人番号カード交付申請書に記入
顔写真を添付し、同封の封筒で返送

10月～12月

ペットを飼っている皆さんへ

　ペットなどの動物は、私たちの生活をさまざまな形で豊かにしてくれる、かけがえのない存在です。
しかし、一部では動物の虐待や遺棄、鳴き声や悪臭といった近隣への迷惑などが問題となっています。
　ペットを飼うことは、動物の命を預かるとともに、社会や近隣に迷惑をおよぼさないようにする責
任も伴うものです。人と動物のよりよい関係を実現するために、飼い主としてのモラルとマナーを守っ
て、ペットとの楽しい時間を過ごしましょう。

～人と動物のより良い関係を～

　ペットの排せつ物による悪臭や毛などの飛散で、近隣の生活環境や公共の場
所を汚さないようにしましょう。また、人に危害を加えたり、鳴き声などの騒
音で近隣に迷惑をかけたりしないよう、適正なしつけや訓練をしましょう。
※�お問い合わせは、総務課危機管理係☎(62)2187まで

周囲への危害や迷惑を防止しましょう

　ペットの飼育にかけられる時間、空間には限りがあります。ペットの数をむ
やみに増やしたり繁殖させたりすると、適切に飼うことができなくなります。
殺処分される子猫や子犬の数は、毎年数万頭にもなります。すべての命に責任
が持てないのであれば、不妊去勢手術などの処置をおこないましょう。

むやみに数を増やさないように！

　愛護動物(＊)をみだりに虐待したり捨てたりすると、「動物の愛護及び管理に関する法律」の規定
により200万円以下あるいは100万円以下の罰金が科せられます。動物は「命ある」存在です。その
「命」に愛情を持って接し、最後まで責任を持って飼いましょう。
＊�愛護動物とは、牛、馬、豚、めん羊、山羊、犬、猫、いえうさぎ、鶏、いえばと、あひるのほか、
それ以外で人に飼われている哺乳類、鳥類、爬虫類に属する動物のことです。

ペットを捨てるのは犯罪です！

9・広報おおえ



　地域の皆さんや町外より来られる方々から憩い

の場として親しまれている、テルメ柏陵健康温泉

館が今年で20周年を迎えました。さらに10月10日

には入館者550万人を達成。この節目を記念して、

10月11日に感謝イベントが催されました。この日

は入浴料が無料となったほか、コンサートなども

開かれ、多くの来場者でにぎわいました。

　また、10月25日には同じく20周年となる柳川温

泉で秋の奥おおえ柳川温泉まつりが開催。「でわ

かおり」の新そばが振る舞われ、訪れた皆さんは

手打ちそばの食感と味わいに舌鼓を打ちました。

10
11・25 地域の温泉　愛されて20周年

　大江中学校が今年で創立40周年を迎え、記念式

典が10月24日におこなわれました。式典では３年

生の井上真純さん（８区）が生徒を代表して、「先

輩方の残した伝統を受け継ぎ、50周年、100周年

を迎えても町の人が誇れるような学校にしていき

たいです」とあいさつしました。

　また、この日は年に一度の「飛翔祭」が開催さ

れ、飛翔太鼓やまめざわ踊りが披露されました。

午後の合唱コンクールでは、各学級がこれまで練

習してきた歌を発表。一人ひとりの思いのこもっ

た歌声に、会場は感動に包まれました。

10
24 40年の歩みと未来への決意

　愛好家の自慢の車が大集合する「クラシック

カー＆古い街並 in おおえ2015」が、10月４日に

開催されました。このイベントには県内外から75

台のクラシックカーが集まり、横町・内町・原町

通りにその雄姿がずらりと並びました。

　今回披露された中で最も古い車は、1950年製の

「ＭＧ ＴＤ」。ほかにも往年の名車やユニークな

外観の車が勢ぞろいしました。訪れた人々は、レ

トロな街並と懐かしのクラシックカーがおりなす

ロマンティックな壮観に、何度も足を止めて見

入っていました。

10
4 レトロな世界へタイムスリップ？

　おおえ国際交流協会が主催する「おおえハロ

ウィンパーティー2015」が、10月25日に東地区公

民館でおこなわれました。ハロウィンは古代ケル

ト人の祭りを起源にもつ欧米の民間行事で、10月

下旬の楽しいイベントとして日本でも広まりつつ

あります。

　この日は58人の子どもたちと保護者が、かわい

い妖精や怖いお化け、映画のキャラクターなどに

仮装して参加。西川町のＡＬＴであるジョー先生

とジェーン先生と一緒に、いろいろなゲームを楽

しみました。

10
25 みんなでトリック・オア・トリート！

平成２７年11月号・10
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　山里交流館「やまさぁーべ」で映画上映をおこ

なう「七軒映画祭」が、10月15日と16日の２日間

にわたって催されました。この上映会では、海外

のドキュメンタリー作品のほか16ミリフィルムの

アニメ映画も公開されました。

　２日目には山形国際ドキュメンタリー映画祭

2013に出品された『デノクとガレン』が上映され、

この作品を手がけたインドネシア出身のドゥ

ウィ・スジャンティ・ヌグラヘニ監督も登場。観

客からは登場人物のその後や次回作の構想などに

ついて、いろいろな質問が飛び交いました。

10
15・16 山里に映画館がやってきた

　秋の彩り豊かな町内を駆け抜ける、第36回大江

町縦断駅伝競走大会が、10月11日に開催されまし

た。今大会は町内各地区から10チームが参加。雨

も心配された寒空の中、柳川温泉前から中央公民

館まで約24km のタスキリレーの幕が切って落と

されました。

　レースは上位陣が頻繁に入れ替わる展開とな

り、沿道からの熱い声援を受けた選手たちは、次

の選手に上位でタスキをつなぐべく、必死の走り

を見せていました。

10
11 勝利の願いとタスキをつなぐ24㎞

　ソプラノ歌手・佐藤容子さんとメゾソプラノ歌

手・佐藤寛子さんの姉妹デュエット「シュガーシ

スターズ」のコンサートが、10月11日に東地区公

民館で開かれました。山辺町出身の佐藤さん姉妹

は、それぞれが日本歌曲の分野で日本一を受賞し、

高い評価を得ています。

　この日は「赤とんぼ」などの童謡をはじめ、さ

まざまな日本の唱歌を披露。伸びやかな歌声と息

の合ったハーモニーで来場者を魅了しました。最

後は約320人の聴衆と一緒に「ふるさと」を大合

唱し、コンサートを締めくくりました。

10
11 心に響く姉妹のハーモニー

《大会結果》
優　勝／本郷西　…１時間22分４5秒

準優勝／本郷南A…１時間25分05秒

第３位／本郷東　…１時間25分35秒

11・広報おおえ

皆さんの地域の情報をどしどしお寄せください。総務課情報システム係 ☎（6２）２１８７Town TopicsTown Topics
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と
語
る
方

も
い
る
。
形
式
に
と
ら
わ
れ
る
か
、
形
式
を
無
視
す
る

か
…
…
行
儀
と
作
法
は
、「
小
笠
原
流
」
と
ま
で
は
言
わ

な
い
が
難
し
い
。
10
歳
先
輩
の
ご
婦
人
か
ら
、
大
き
な

教
え
を
頂
い
た
朝
で
あ
っ
た
。
ダ
ン
ケ　

シ
ェ
ー
ン
。

大
江
町
長
　
渡
邉 

兵
吾

　原町通り沿いに建ち並ぶ商店の一角に、菊地糀屋があります。通

りに面して短冊地割上に建てられた店蔵が、城下町としてつくられ

た町の構造と、舟運による発展を経て展開した左沢町の暮らしをよ

く表しています。

　菊地糀屋は江戸時代から続いているという西村山郡でも古い糀屋

であり、現在の当主で11代目と伝わります。通りに面して建てられ

た妻入りの店舗は、二階屋根が入母屋造りになっており、これは

五十嵐家などと同じく原町に多く見られる特徴で、店頭を飾るシン

ボル的なデザインといえます。下見板張り仕上げの二階部分は、一

階より後退した造りになっていて、二階側面には、唐破風屋根の載っ

た珍しい出窓が見られます。左沢大火後の昭和11年の竣工で、建築

当時の姿をよく残しています。

　菊地糀屋と隣接する原町通り沿いには昭和期以前の建築が町並み

を形成しており、地区の歴史を的確に今に伝えています。
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●
　
短
　
歌
　
●

敬
老
日
孫
の
贈
り
来
し
多
機
能
杖
に
吾
を
気
遣
う
優
し
さ
添
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
井
　
妙
子

孫
の
住
む
四
年
振
り
に
て
小
田
原
へ
初
冠
雪
の
富
士
山
見
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
竹
磨
砂
湖

ク
ァ
ク
ァ
と
群
れ
な
す
白
鳥
冬
連
れ
し
今
年
も
始
ま
る
冬
と
の
戦
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
岡
か
づ
子

若
き
日
の
旅
に
求
め
し
滝
桜
来
季
も
観
た
し
齢
を
忘
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
つ
ね
よ

日
の
匂
ひ
落
葉
の
匂
ひ
に
包
ま
れ
て
一
人
行
く
か
な
古
里
の
野
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
家
　
重
之

若
く
し
て
病
に
伏
し
て
旅
立
ち
ぬ
惜
し
む
亡な
き
が
ら骸

静
か
に
お
さ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
竹
　
與
鼓

中
天
に
中
秋
の
月
皓
皓
と
人
工
衛
星
ひ
む
が
し
を
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
　
徳
治

●
　
俳
　
句
　
●

古
池
の
苔
む
す
石
に
秋
時
雨	

菅
井
　
妙
子

吹
く
風
と
柔
じ
ゅ
う
こ
う
光
う
け
て
す
す
き
揺
れ	

鴨
田
富
士
夫

い
わ
し
雲
空
一
面
の
露
天
ぶ
ろ	

今
井
　
茂
樹

そ
の
昔
叔
母
と
眺
め
し
菊
人
形	

山
家
　
重
之

銀
色
に
さ
ざ
波
ゆ
れ
し
良
夜
か
な	

阿
部
　
一
風

秋
の
雲
日
の
落
ち
る
ま
で
見
て
ゐ
た
し	

金
子
脩
一
郎

移
動
車
に
秋
刀
魚
一
匹
買
ふ
日
和	

清
野
今
日
子

長
き
夜
の
た
ら
・
れ
ば
五
題
歴
史
観	

熊
谷
　
　
勉

一
斉
に
刈
田
と
な
り
し
日
曜
日	

安
藤
　
桂
花

山
間
に
熟
柿
一
樹
の
あ
り
に
け
り	

舟
山
　
三
男

水
澄
み
て
慈
恩
寺
の
鐘
鳴
り
渡
る	

伊
藤
　
啓
泉

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
ご
希
望
の
方
は
、毎
月
20
日（
必
着
）ま
で

　

役
場
総
務
課
に
作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

菊地糀屋

町長
Column
町長
Column
コ ラ ム

平成２７年11月号・12
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↑やまさぁーべにて青苧のクッキー作り

現
場
で
働
く
人
の
力
に
な
り
た
い

　

清
野
ひ
か
り
さ
ん　
（
21
歳
・
堂
屋
敷
）

　山形市の建築資材販売会社で営業事務

をしている清野さん。今年、社会人とし

て３年目を迎えました。建設会社などか

らの要望を電話で受け付け、発注者の希

望に合った資材を届けられるように段取

りをするのが主な業務。日々たくさんの

注文が舞い込むため、ミスがないように

心がける苦心の毎日です。

　「建築や設備の仕事は、外観だけでな

く目に見えないところまでしっかり作っ

ている、まさに縁の下の力持ちだと思い

ます。現場で休みなく働いている人たち

のことを考えると、私ももっと頑張らな

くちゃ、と思うんです」

　就職してからは、建物を作った人たち

の苦労を思って、大事に使わなければい

けないと考えるようになったそうです。

　「お客さんから信頼されて、『あの人に

頼めば大丈夫だ』と言ってもらえるよう

になりたいです」と、将来の目標を元気

に語ってくれました。

地域おこし協力隊通信 №17

↓
七
軒
映
画
祭
に
て
お
茶
菓
子
の
提
供

　着任して4ヵ月が経ちまし
た。山菜がちょうど終わる頃
に着任した私は、「おいしい自
然の恵みも来年までおあずけ
かぁ…」と思っていたら大間
違い。太陽の光をいっぱい浴
びた味の濃い夏野菜、秋には
胡桃やきのこ、栗に山葡萄な

ど、毎晩作業に追われました。こんな夜更かしの

仕方も楽しいなぁと素直に感じた大江町の秋。地

域のお父さんやお母さんに教わった漬物やジュー

スは、10月15日、16日に山里交流館“やまさぁーべ”

を会場におこなわれた七軒映画祭にてお茶菓子と

して提供させていただきました。
　旬のものを旬の時期に食べることは栄養学的に

もとても価値のあることです。そんな栄養たっぷ

りでおいしい食材を作ることができ、手に入れや

すい環境にあるのはこの町の大きな魅力だと思い

ます。間もなく長い冬がやって来ます。この雪深

い地で初めて過ごす冬に少々不安を感じながらも
、

春から秋にかけての冬支度がどう活用されるのか
、

今から楽しみです。

地域おこし協力隊　野木桃子

13・広報おおえ



高
齢
者
世
帯
な
ど
の
雪
下
ろ
し
・

玄
関
除
雪
支
援
に
つ
い
て

　

高
齢
者
や
障
害
者
の
冬
期
間
の
暮
ら
し

を
守
る
た
め
、
雪
下
ろ
し
や
玄
関
除
雪
の

支
援
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◆
支
援
対
象
世
帯（
全
て
に
該
当
）／
①
大

江
町
民
で
実
際
居
住
し
て
い
る
世
帯
②
町

民
税（
所
得
割
）非
課
税
世
帯
③
高
齢
者
や

障
害
者
の
み
の
世
帯
、
ま
た
は
自
力
で
雪

下
ろ
し
な
ど
が
で
き
な
い
世
帯
④
子
や
親

戚
な
ど
か
ら
雪
下
ろ
し
な
ど
の
支
援
（
経

済
的
支
援
を
含
む
）
を
受
け
ら
れ
な
い
世

帯◆
支
援
の
内
容
／
住
宅
の
雪
下
ろ
し
、
そ

れ
に
伴
う
住
宅
周
辺
の
除
排
雪
、
除
雪
車

通
過
後
の
玄
関
の
除
排
雪
作
業
に
要
し
た

費
用
の
一
部
を
支
援

◆
支
援
額
／
対
象
経
費
の
９
割

※
雪
下
ろ
し
の
対
象
経
費
は
１
回
２
万
５

千
円
が
上
限
で
、
３
回
分
ま
で
が
対
象
で

す
。
玄
関
除
雪
の
対
象
経
費
は
２
万
４
千

円
が
上
限
で
、
回
数
の
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。

◆
留
意
事
項
／
①
店
舗
、
農
作
業
小
屋
、

倉
庫
、
車
庫
、
他
人
に
貸
し
て
い
る
住
居

セ
レ
モ
ニ
ー
代
表
取
締
役
社
長
・
結
婚
情

報
誌
「
ア
ー
ト
ブ
ラ
イ
ダ
ル
」
編
集
長　

佐
藤
律
子
氏
）
○
「
や
ま
が
た
縁
結
び
た

い
」
に
よ
る
個
別
相
談
会
（
定
員
50
名
）

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
お
断
り
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
対
象
者
／
未
婚
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち

は
支
援
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
②
雪
下
ろ

し
な
ど
の
依
頼
は
、
必
要
な
時
期
に
直
接

事
業
者
な
ど
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
③

で
き
る
限
り
、
子
や
親
戚
な
ど
の
方
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
利
用
申
請
／
申
請
書
は
11
月
24
日（
火
）

ま
で
地
域
の
担
当
民
生
児
童
委
員
に
お
届

け
い
た
だ
く
か
、
11
月
27
日（
金
）ま
で
健

康
福
祉
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
申
請
書

は
地
域
の
民
生
児
童
委
員
ま
た
は
健
康
福

祉
課
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
福
祉
課
福
祉

係
☎（
６
２
）
２
２
８
５
ま
で

「
親
世
代
の
た
め
の
結
婚
応
援
セ
ミ
ナ
ー

＆
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す
！

　

未
婚
化
・
晩
婚
化
が
進
む
中
、
お
子
さ

ん
の
結
婚
に
関
し
て
不
安
や
お
悩
み
を
お

持
ち
の
親
御
さ
ん
向
け
に
男
女
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
婚
活
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
で
あ
る
佐
藤
律
子
先
生
を
お
招
き
し
て
、

お
子
さ
ん
を
上
手
に
婚
活
さ
せ
る
た
め
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
お
聞
き
し
ま
す
。

◆
日
時
／
12
月
２
日（
水
）13
時
15
分
～
16

時（
受
付
13
時
～
）

◆
会
場
／
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル　

２
階

「
弥
生
」（
山
形
市
） 

◆
内
容
／
○
講
演
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
世
代
の
若
者

の
恋
愛
、
結
婚
と
は
」
～
親
世
代
の
寄
り

添
い
方
を
考
え
る
～
（
講
師　

㈱
ア
ー
ト

　依存症全般（アルコール、薬物、ギャンブルなど）に関する問題

にお悩みのご家族20名程度を対象に、下記の内容で実施します。

の
親
御
さ
ん

◆
申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い 

◆
募
集
締
切
／
11
月
16
日（
月
）ま
で

※
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

山
形
県
子
育
て
推
進
部
子
育
て
支
援
課

☎
０
２
３（
６
３
０
）
２
６
６
８
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

依存症家族教室のご案内

日　時 内　　　　　　容

第１回
11月2４日㈫

1４:00～15:30

講話「依存症の理解」
講師：佐野琢也氏（二本松会上山病院　診療科長）
質疑応答や情報提供

（１回目のみ、悩んでいるご本人も参加可能です）

第2回
12月2日㈬

1４:00～15:30

講話「依存症患者との関わり方」
講師：小関清之氏（斗南会秋野病院　精神保健福祉士）
質疑応答や情報提供

第３回
12月７日㈪

1４:00～15:30

講話「依存症からの回復者とその家族の体験談」
　　　・アルコール依存症からの回復者
　　　・ギャンブル依存症患者の家族
質疑応答やフリートーク、情報提供

※家族教室は３回シリーズで開催しますが、１～２回だけの参加も可能です。

○会場：山形県精神保健福祉センター　３階会議室

○参加費用：無料

○受付時間：平日9:00～17:00

※ お申し込み・お問い合わせは、山形県精神保健

福祉センター☎023（62４）121７まで

（ お申し込みの際は「家族教室への申し込み」と

お電話ください）

平成２７年11月号・14

広報おおえ縮刷版第３巻（税込4,000円）は好評発売中です！

※お問い合わせは、総務課情報システム係☎（62）218７まで



「孫育て講座」開催のご案内
０
２
３（
６
３
２
）
８
２
３
８
ま
で

12
月
４
日
か
ら
10
日
は

人
権
週
間
で
す
！

　

人
権
週
間
に
先
駆
け
て
、
左
記
の
事
業

を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

困
り
ご
と
、
心
配
ご
と
が
あ
る
時
は
ひ
と

い
つ
の
間
に
や
ら
、
す
っ
か
り
肌
寒

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
夏
ま
つ
り

も
秋
ま
つ
り
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去

り
、
気
が
つ
け
ば
周
囲
の
山
々
も
彩
り
豊

か
な
秋
の
装
い
に
。
そ
う
、
も
う
秋
な
の

で
す
。
秋
と
い
え
ば
、
食
欲
の
秋
！　

町

の
秋
の
味
覚
に
ま
つ
わ
る
イ
ベ
ン
ト
は
、

ど
こ
に
行
っ
て
も
大
盛
況
で
す
。
私
自
身
、

10
月
は
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
果
物
を
は

じ
め
、
や
ま
が
た
地
鶏
に
新
そ
ば
、
そ
し

て
定
番
の
芋
煮
ま
で
、
秋
の
味
覚
を
存
分

に
堪
能
し
た
１
カ
月
で
し
た
。
と
こ
ろ
で

山
形
の
芋
煮
と
い
え
ば
、
北
海
道
の
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
に
匹
敵
す
る
「
県
民
食
」
で
す

が
、
地
域
に
よ
っ
て
味
付
け
が
ま
っ
た
く

違
う
と
い
う
の
も
不
思
議
な
も
の
で
す
。

芋
煮
の
最
後
に
カ
レ
ー
を
入
れ
る
慣
習
は
、

ど
こ
ま
で
定
番
な
の

で
し
ょ
う
？　

こ
の

先
何
十
年
、
何
百
年

か
後
に
は
、「
芋
煮

カ
レ
ー
」
も
「
伝
統

食
」
に
な
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

（
伊
藤
智
治
）

編
集
後記

西
村
山
・
北
村
山
地
域
議
員
協
議
会
を

開
催
し
ま
す

　

県
議
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
課

題
や
施
策
な
ど
に
つ
い
て
地
元
議
員
が
審

議
を
お
こ
な
う
地
域
議
員
協
議
会
を
開
催

し
ま
す
。
県
議
会
の
活
動
を
身
近
で
傍
聴

で
き
る
良
い
機
会
で
す
の
で
、
傍
聴
を
希

望
さ
れ
る
方
は
当
日
会
場
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
11
月
20
日
（
金
）
10
時
～
（
９
時

30
分
～
受
付
）

◆
場
所
／
村
山
総
合
支
庁
西
庁
舎　

講
堂

（
寒
河
江
市
）

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
県
議
会
事
務
局
政

策
調
査
室
☎
０
２
３（
６
３
０
）
２
７
２
５

ま
で

「
国
際
理
解
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
５
」
の
開
催
に
つ
い
て

　

国
際
理
解
や
多
文
化
共
生
に
興
味
・
関

心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

◆
日
時
／
11
月
28
日（
土
）10
時
～
16
時
30
分

◆
場
所
／
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
（
山
形
市
）

◆
実
施
内
容
／
①
地
域
の
外
国
人
と
の
共

生
を
考
え
る
②
学
校
の
教
員
向
け
「
国
際

理
解
教
育
活
用
編
」
③
「
世
界
が
も
し
１

０
０
人
の
村
だ
っ
た
ら
」
④
国
際
交
流
員

と
話
そ
う
！
⑤
新
・
貿
易
ゲ
ー
ム
⑥
貧
困

の
サ
イ
ク
ル
を
断
ち
切
る
に
は
？

◆
申
込
方
法
／
山
形
県
国
際
交
流
協
会

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
よ
り

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
公
益
財
団
法
人
山

形
県
国
際
交
流
協
会
☎
０
２
３（
６
４
７
）

２
５
６
０
ま
で

り
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
人
権
な
ん
で
も
相
談
所
】

◆
期
日
／
12
月
５
日（
土
）10
時
～
15
時

◆
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ　

４
階

（
寒
河
江
市
）

※
法
務
局
職
員
と
人
権
擁
護
委
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

【
人
権
相
談
】

◆
期
日
／
12
月
７
日（
月
）13
時
～
15
時

◆
会
場
／
役
場
１
０
２
会
議
室

※
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
人
権
書
道
展
】

◆
期
間
／
11
月
28
日
（
土
）
～
12
月
９
日

（
水
）

◆
会
場
／
東
地
区
公
民
館
ロ
ビ
ー

　

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
！

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
町
民
課
戸
籍

年
金
係
☎（
６
２
）
２
１
１
３
ま
で

山
形
県
最
低
賃
金
の
改
正
に
つ
い
て

◆
山
形
県
最
低
賃
金
／
１
時
間
６
９
６
円

（
16
円
ア
ッ
プ
）

◆
効
力
発
生
日
／
平
成
27
年
10
月
16
日

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
で
働
く
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
山
形
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
室
☎
０
２
３（

６
２
４）

８
２

２
４
ま
で

　お孫さんの面倒をみている方・もうすぐお孫さんがお生まれになる方、また孫育

てに興味のある方を対象に、孫育て講座を開催します。講座をとおして、孫育て

のヒントに触れてみませんか。読み聞かせに興味のある方もぜひご参加ください。

◆日時／11月21日㈯　10時～11時30分　　◆場所／東地区公民館　和室

◆内容／・講演「あったか読み聞かせ講座～絵本で楽しむ孫育て～」

　　　　　　　講師　渡邉　裕子　氏

　　　　　　（「お話とつくって遊ぼうの会　紙ふうせん」代表）

　　　　・保健師講話、子育て支援センターの紹介など

※お申し込みは、健康福祉課保健衛生係☎ （62）211４まで

★お詫びと訂正… 広報おおえ10月号の「輝いて今」のコーナーで、第57回こども県展に入選した鈴木雄真くん（さくら保育園）
のお名前が掲載されていませんでした。また、「善意いただきました」の記事で「株式会社茂木石油」様と
ご紹介しましたが、正しくは「茂木石油株式会社」様でした。お詫びして訂正いたします。

15・広報おおえ

今月の納税　納期限11月30日（月）　お忘れなく！

国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料（普通徴収　第５期）



ご冥福を祈ります

ご結婚おめでとう

お誕生おめでとう

区　名　  氏　名　 性別  父母名

蛍　水　鈴木　　昴
こう

　男　伸・和
貫　見　鹿股　れい　女　桂一・明子
みなみ　大泉　　亙

こう

　男　毅・由紀

　区名・出身地名　 　 氏 　 名

　１３　区　公平　高広
　山形市　齋藤　真紀
　天童市　今野純一朗
　貫　見　池田　あゆ
　貫　見　池田　敬太
　１　区　柏倉　夕夏
　諏訪原　林　　隆弘
　伏　熊　佐竹　　望

（
（
（
（

区　名　　氏　名　  年齢

９　区　佐竹トモエ（８２）
月　布　大泉きみよ（７９）
市の沢　清野　純子（４６）
９　区　清野　辰連（８７）
若　原　鈴木おとり（８９）
９　区　加藤　芳子（９３）
９　区　白田　ユキ（９５）
　用　　斉藤　政雄（９０）
９　区　阿部ハナ子（９１）
橋　上　柏倉清次郎（８２）
９　区　小松嘉代子（９５）
　用　　齋藤德三郎（７７）
小　見　伊藤　健吉（８７）
９　区　菊地　幸子（９１）
小漆川　菊地加貴男（８６）
９　区　髙橋　一雄（８３）
１０　区　伊藤　良一（８８）

戸籍のまど
9月21日～10月20日受付分

　37年前、私が中学２年生の時の写真です。10区天神様の前
で御免町囃

はや
子
し
座屋台に集まる人々との想い出の写真です。

　40年ぶりに復活した屋台は、バラバラの状態にあったモノ
を組み立てた後、漆を塗り金箔を貼って、お色直しをしたも
のです。その屋台の上で奏でられる三味線、太鼓、鼓

つづみ
、しの

笛、鉦
かね
、拍子木の音に、町民の人たちは両手を合わせて拝ん

でいました。
　私にしの笛を教えてくれた方は、公平作乃助氏、渡辺亥三
郎氏の両氏でしたが、教えてくださるたびに、曲が違ってい
たのを覚えています。指導してくださった方々は、40年前の
音を探しながら、記憶をたどりながらの自問自答の繰り返し
だったに違いないと思います。あの当時、しの笛の音を書き
とめていた楽譜が、今日の御免町囃子座・内町囃子屋台の原
曲となっています。
　昨年から、上山市の踊り山車振興会の皆さんが、お囃子を
復活させたいとのことで見学に来られています。どうかこの
囃子座が末永く孫末代へと受け継がれるよう、切に願ってや
みません。

(御免町囃子座・お囃子総括指導者　12区　明石永七)

想い出の

My蔵品
まいぞうひん

皆さんの心に残る想い

出の品を、それにまつ

わるエピソードととも

にご紹介します。

★�皆さんの想い出の詰まった「宝物」はありませんか？　懐かしい写真、

　�長年愛用している道具、旅先で購入した記念の品など、なんでも結構です。

総務課情報システム係☎（６２）２１８７まで、ぜひお知らせください。

人口と世帯（前月比）
町の人口　8,727人（ー21）

　　　男　4,312人（ー14）

　　　女　4,415人（ー7）

世 帯 数　2,918戸（ー３）

平成27年11月１日現在
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※掲載を希望しない場合は、

　届け出の際にお申し出ください。
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